
 

 

 

 

平成２４年１１月吉日 

関 係 各 位 

 

第８回長寿医療研究センター国際シンポジウムのご案内 

 

独立行政法人国立長寿医療研究センターでは、明るく活力ある長寿社会を推進するために、長寿医療分野の

研究者並びに有識者を招聘し、「健康と長寿」に関する国際シンポジウムを平成１７年より開催しております。 

 

今年の第８回シンポジウムは、“Dementia and Sarcopenia – Prevention and Therapeutic Approach –” 

（認知症とサルコペニア－予防と治療－）というテーマを取り上げ、より良い長寿医療を構築していくための課題を

議論します。 

 

参加申し込み方法 

 

参加申込書を下記ＵＲＬよりダウンロードし、必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又はメール 

（kokusai@ncgg.go.jp）にてお申し込みください。 

   申込期限は、平成２４年１２月２８日（金）です。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

概要： 

開催日：平成２５年２月１６日（土）９：３０～１７：００ 

会 場：あいち健康プラザ 健康宿泊館プラザホール 

 〒４７０－２１０１ 愛知県知多郡東浦町大字森岡字源吾山１－１  TEL:０５６２－８２－０２３５ 

(http://www.ahv.pref.aichi.jp/) 

主 催：独立行政法人国立長寿医療研究センター 

共 催：公益財団法人長寿科学振興財団 

参加費：無料（定員３００名）  

 

お問い合わせ・お申し込み： 

独立行政法人国立長寿医療研究センター 国際シンポジウム実行委員会事務局 研究医療課 

〒４７４－８５１１ 愛知県大府市森岡町源吾３５番地 

ＴＥＬ：０５６２－４６－２３１１（内線２５０３） ＦＡＸ：０５６２－８８－３００７ 

URL:http://www.ncgg.go.jp  申込用紙がダウンロードできます。 

 

 

※本シンポジウムで使用する言語は、英語です。通訳はありませんので、ご了承下さい。 

※参加証は発行いたしません。申込用紙を提出された方については、当方から参加できない旨の連絡 

がない限り、全員参加できます。 
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第 8回長寿医療研究センター国際シンポジウム 

認知症とサルコペニア－その予防と治療— 

 

 

9:30− 開会の辞 

国立長寿医療研究センター総長 大島伸一 

 

シンポジウム I  

サルコペニアと筋骨格系歩行障害 

座長：東京大学加齢医学専攻老年病学講座 秋下雅弘 

   名古屋大学大学院医学系研究科発育加齢医学講座  葛谷雅文 

 

9:40-10:30 

I-1) サルコペニアと筋骨格系歩行障害の定義と診断基準 

スペイン ラモンカハル大学病院老年病部 アルフォンソ·J·クルス-ジェントフト 

 

10:30-11:20 

I-2) サルコペニアと虚弱の疫学 

国立長寿医療研究センター認知症先進医療開発センター予防開発部 下方浩史 

 

11:20-12:10 

I-3) 虚弱高齢者における新たな臨床概念としてのロコモティブシンドローム 

国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局 中村耕三 

 

 12:20-13:20 

ランチョンセミナー 

  

シンポジウム II  

アルツハイマー型認知症における予防と治療の最近の進歩 

座長：国立長寿医療研究センター研究所 鈴木隆雄 

   杏林大学医学部高齢医学講座 神崎恒一 

 



13:30-14:20 

II-1) 臨床試験と認知機能 

オーストラリア 西オーストラリア大学高齢医学講座 レオン・フリッカー 

  

14:20-15:10 

II-2)アルツハイマー型認知症に対する診断と治療における最近のトピックス 

東北大学加齢医学研究所老年医学分野 荒井啓行 

 

15:10-16:00 

II-3) 認知機能低下を合併した高齢患者の包括的管理戦略 

国立長寿医療研究センターもの忘れ外来部 櫻井孝 

 

16:00-16:50 

II-4）老化フェノタイプの特性解析  

米国 国立老化研究所生物医学センター ルイジ・フェルッチ 

  

閉会挨拶 

国立長寿医療研究センター病院 鳥羽研二 

 

※本シンポジウムは、心の自立を阻害するものの代表として認知症、体の自立を阻害

するものの代表として運動器や虚弱に関するものを毎回取り上げている。 




